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Ⅰ．第６期多摩区区民会議について 
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１ 区民会議とは

（１）区民会議について 

・区民会議は、川崎市自治基本条例（平成17年 4月 1日施行）第22条の規定に基づき、

市長の附属機関として各区に設置され、暮らしやすい地域社会を目指して、参加と協働によ

り、区民が主体となって地域課題の解決を図るための調査審議を行います。 

・平成18年度に第１期区民会議がスタートしました。川崎市自治基本条例に規定する区民（区

内に住所を有する人、区内に勤務又は通学する人、区内で事業活動を行う人など）を委員と

し（任期2年、最大２０名）、地域での日々の暮らしや活動の中から把握した、または感じ

るなどした課題について、具体的な解決方法等を調査審議します。 

（２）課題抽出から課題解決までの流れについて 

・区民会議での調査審議結果（＝提言）は、区長に報告され、その後、区役所と区民との協働

や関係機関との連携等により地域で実践されることとなります。 

・区民会議を通じた課題把握から解決までのイメージは、次のとおりです。 

１ 区民会議とは 
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２ 第５期多摩区区民会議

（１）委員構成 

・第６期多摩区区民会議は、区内で活動する団体から推薦された13名の委員、区民から公募

した4名の委員、区長が推薦した３名の委員、合計20名の委員で構成されています。また、

多摩区選出の8名の市議会議員と２名の県議会議員が区民会議参与として、会議の場などで

必要な助言を行います。 

第６期多摩区区民会議について 
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（２）審議経過 

（審議経過 作成中）
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（審議経過 作成中）
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（３）地域課題の把握・整理と専門部会の設置 

・はじめに、委員が日頃の生活や活動などから把握または感じている地域課題について、区が

把握している課題も踏まえながら意見を出し合いました。 

・そこから審議テーマになりそうな課題を整理・分類した上で２つの専門部会「（仮称）A部

会」、「（仮称）B部会」を設置しました。 

・その後、各部会において審議テーマの絞り込みを行い、正式な部会名を決定しました。各部

会では審議テーマに沿った区長への提言に向けて、会議での話し合いやフィールドワークな

どの勉強会を重ねながら調査審議を進めました。 
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